
過去の教訓

詩編78：3～４
わたしたちが聞いて悟ったこと／先祖がわたしたちに語り伝えたことを。
子孫に隠さず、後の世代に語り継ごう／主への賛美、主の御力を／主が成し遂げられた驚くべき御業を。

今週の詩編の学びでも、
❶神は、困難な状況（人間の反抗や不忠実等）にあっても、変わることなく、ご自身の御業を行われ、罪人
を悔い改めに導き、救い出そうとしてくださっておられる（私たちはどんな状況であっても神を信頼し、
讃美し、礼拝する）、そして❷誠実なる神とその恵みに感謝し、神を賛美することを教えています。



詩編（＝聖書≒過去の教訓、歴史history）の教え

✓神への信頼と希望：詩編は神への信頼と希望を表現し、困難な状況や苦難に直面しても、神に対する

信頼を失わずに進むことの重要性を示しています。

✓神への賛美と感謝：詩編は神の偉大さ、恵みを称賛し、神に感謝することの重要性を強調しています。

✓神との関係の重要性：詩編は神との親密な関係の重要性を説いており、神との交わりを通じて豊かな

生活を送ることを助言しています。

✓忍耐と希望：詩編は苦難や試練に直面する人々に対して忍耐と希望を持ち続けるように勧めます。

✓悔い改めと赦し：詩編は時に、罪を犯した者が悔い改め、神からの赦しを求める姿を描き、神の恵みと赦

しの偉大さを示しています。

✓愛と正義：詩編は愛と正義の価値を強調し、神の道に従うことの重要性を説いています。

これらは、当然、現代の私たちにも適用されます。私たちは困難な状況に直面しても、信仰、希望、愛、正義など
の価値観を大切にすることが求められています。
詩編は、いろんな場面で、私たちに励ましと指針を提供してくれます（→指南書、羅針盤、ファロス）。



詩編78：1
【マスキール。アサフの詩。】わたしの民よ、わたしの教えを聞き／わたしの口の
言葉に耳を傾けよ。

【

マスキール 教訓的な詩⇒失敗から悟る＝１３編＝מַשְׂכִּיל



イスラエルは、神が彼らのためにしてくださったことを忘れ、神を信頼せず、神を
試み（詩編78: 18、 41、 56)、神に反抗し、神の律法と契約と証を守らなかった
（同78: 10、 37、 56)。

歴史の中でイスラエルが拒絶されたのは、一つの中心的な罪、すなわち、民が主を
信頼しなかったことに起因すると暗に伝えています（同78 : 7、 8) 。
詩編を読むとき、主の限りない忍耐と恵みとは対照的に、民の絶え間ない頑固さ
と霊的盲目さに圧倒されます。
私たち（新しい各世代）は、どうしてこんなに物覚えが悪いのでしょうか。

神の誠実さを常に意識し、神の恵みを受け入れることに根拠を置かない限り、人
間の意志が無益であることを示している。
神の民が破れた戦い（詩編78:9、 62-64）は、神への忠実さから離れた人間の
努力は失敗に終わる運命にあるという詩編の教訓を明らかにしている。







justification by faith in Christ’s righteousness 
キリストの義にあっての信仰による義認



the judgement of God
his judgements

主の裁きは全地に及ぶ
His judgments are in all the earth ! 

He is the LORD our God; his judgments are in all the earth.
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神への忠実さから離れた人間

の努力は失敗に終わる！



詩編は、神の力強い救いを通じて神を称賛しています。詩編は、過去の神の働きを通して、今も救われ
ることへの信頼を強めます。
私たちは神の民の一部で、彼らの過去から学び、日々、神の計画に従う必要があります。



詩編をテキスト・マイニングした結果




